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仁
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六

一



　
　
　
　
　
　
凡
　
　
　
　
　
例

一
、
本
誌

は
柳
津

町

・
西
山
村
合
併

二
十
週
年
記
念
行
事

の

一
環
と
し

て
出
版

す

　

る
。

一
、
調

査

は

現

地

に

赴

き

、

古
文
書

・
仏
像

・
神
社

・
遺
跡

・
文
化
遺
産

そ
の

　

他
各

般

の
資
料

を
広
く
見
聞

し
て
委

員
会

で
吟
味
し

記
述
し
た
。
ま
だ
多

く

　

の
資
料

が
あ

る
と
思
わ
れ

る
が
、
時
間
的
制
約

が
あ

っ
て
手

の
届

か
な
い
点

　

も

あ

っ
た
。

一
、
文
章

は
な

る
べ
く
平

易
な
も

の
と
し
た
が
、
引
用
文

は
原
文

の
ま
ま
掲

げ

て

　

お

い
た
。

一
、
調
査

資
料
を
全

部
あ
げ

た
か

っ
た
が
、
紙
数

の
制
限

も
あ
り
相
当
割
愛
し
た
。

一
、

写
真

・
図
版
等

は
な
る

べ
く

地
域
の
均
斉
を
考

え
た
が

一
部
欠
く
所
も
あ
る
。

一
、
本
誌

の
た
め
調

査

の
際

の
文
化
財

所
有
者
名
を

あ
げ

て
協
力
に
対
す

る
感
謝

　

の
意
を
表

わ
し
た
。

一
、
資
料

は
多
量

な

の
で
別

冊
資
料
集

の
発
行
を

望
み
た

い
。

一
、
柳
津

町
教
育
委

員
会

の
昭
和
三
十
五
年
ま

で
の
資
料

は
十
分
使

用
さ
せ
て
も

　

ら

っ
た
。

一
、
資
料

は

昭
和
五
十
年

五
月

一
日
現
在
ま

で
を

用
い
た
。

一
、
本
誌

の
章
節

は
各
委
員
が
分
担

し

て
調
査
執
筆

し
た
が
、
共
同
調

査
を
重
ね

　

た
も

の
も

あ
る

の
で
、
分
担
者

を
特
に
明

記
し
な
か

っ
た
。

一
、
章
節

の
分
類

構
成
は
厳
密

な
学

問
的
分
類

で
な
く
町
民

の
親

し
み
易

く
、
読

　

み
易

い
よ
う
に
し

た
。

一
、
内
容

は
証
拠
に
よ

っ
て
挙
げ

て
い
る

が
、

推
考
さ
れ

る
も

の
、
伝
承
さ
れ

て

　

い
る
も

の
も
挙
げ

た
。

一
、
伝
説

・
民
話
は
町
内

に
伝
承

さ
れ

て
い
る
も

の
を
な

る
べ
く
多

く
採
り
あ
げ

　

て
、

祖
先

の
信
仰

・
願

望
等
を
知

っ
て
も

ら
う
よ
う

に

つ
と
め
た
。

一
、
記
事

で
重
複
し

て
い
る
点

も
あ
る
が
、
読
者

の
便
益

に
な
る
と
思
わ
れ

る
も

　

の
は
重
複

を
あ

え
て
さ
け
な
か

っ
た
。

一
、

町
内

に
は

旧
家

・
名
家

が
非

常
に
多

い
の

で
、

い
ち

い
ち
挙

げ
る

こ
と
が
で

　

き
な
か

っ
た
が
、
内
容

を
理
解
す

る
の
に
関
連
あ
る

必
要

な
も

の
は

一
部

あ

　

げ

た
。

一
、
紀

元

(
　
　
)

の
中

は
西
暦
紀
元
を

用

い
、
尺
貫
法

と

メ
ー
ト

ル
法
を
併

用

　

し
た
と

こ
ろ
も

あ
る
。

一
、

円
蔵
寺
水
野
住
職

が
病
臥
中

の
た
め
、
調
査

の
た
め

の
接
触

が
十
分
行

わ
れ

　

な
か

っ
た
こ
と
は
残

念

で
あ
り
、
今
後

の
調
査
に
期
待

す
る
。

一
、
本

誌
は
町

の
歴
史

で
あ
る
が
、
多
分

に
地
誌
的
内
容

が
含
ま
れ

て
い
る
の
で

　
　

「
柳
津
町
誌
」

と
し
た
。


